重要事項説明書

	重要事項説明書

	契約の表示
	本件システムの名称
	○○○○○○○○

	
	本重要事項説明書は以下の委託者と受託者における○○○○年○月○日付のパッケージソフトウェア利用コンピュータシステム構築委託モデル契約書（以下「システム基本契約書」といいます。）に係る以下の業務の契約に関するものです。

	
	契約の名称
	該当
	契約の類型

	
	A　要件定義支援及びパッケージソフトウェア候補選定支援業務契約（カスタマイズモデル）
	あり・なし
	準委任

	
	B　パッケージソフトウェア選定支援及び要件定義支援業務契約（カスタマイズモデル）
	あり・なし
	準委任

	
	C　パッケージソフトウェア選定支援及び要件定義支援業務契約(オプションモデル)
	あり・なし
	準委任

	
	D　外部設計支援業務契約
	あり・なし
	準委任

	
	E　ソフトウェア設計・制作業務契約
	あり・なし
	請負

	
	F　構築・設定業務契約
	あり・なし
	請負

	
	G　データ移行支援業務契約
	あり・なし
	準委任

	
	H　運用テスト支援業務契約
	あり・なし
	準委任

	
	I　導入教育支援業務契約
	あり・なし
	準委任

	
	J　保守業務契約
	あり・なし
	準委任

	
	K　運用支援業務契約
	あり・なし
	準委任

	

	  ○○○○○○○○○○○○          御中（ユーザ）
	日付：○○○○年○○月○○日

	標記取引について、本重要事項説明書及び末尾記載の添付図書の原本もしくは写しを交付し、重要事項の説明を致します。本書の内容は個別契約として本契約の一部を構成する条項の詳細な内容であり大変重要です。用語や内容がご不明の場合は、いつでもご質問頂き、十分理解されるようお願い致します。

	受託者（ベンダ）
	会社名
	　

	
	主たる事務所
	〒

	
	代表者氏名
	　

	
	重要事項を説明する契約担当責任者

	
	所属部門名
	　

	
	氏      名
	記名                                  印
	電話番号
	　　　　　（　　　　）

	
	業務に従事する事務所
	〒

	   

	■告知事項
情報システムの機能適合性や品質（応答性能、信頼性、安定性、セキュリティ等）の確保には委託者と受託者の綿密なコミュニケーションと協働が必要です。情報システムの仕様や目的の不適合、運用上の不都合の発生は、事前のコミュニケーションやテストの不足、協働の失敗などが原因であり、これらが原因による情報システムの改修や修復には多大な費用と時間が費やされる場合があります。また、場合によってはこれらの改修費用などをご負担いただくこともあります。情報システムの構築に関わる各業務の性質をご理解頂いた上で、本重要事項説明書を精査の上、ご承認をお願い申し上げます。

	   

	受領書および契約条件の承認

	　△△△△△△△△△△△　　　　　　　　　御中(ベンダ）
	
	　日付：○○○○年○○月○○日

	標記取引について、本重要事項説明書および末尾一覧に記載された添付図書の原本もしくは写しを受領し、告知事項、重要事項の説明を受け、本契約の条件について承認しました。

	委託者
（ユーザ）
	会   社   名
	

	
	住         所
	〒

	
	代表者氏名
	記名                                   印
	電話番号
	　　　　　（　　　　）

	
	担当者氏名
	記名                                   印
	電話番号
	　　　　　（　　　　）


（鑑部分）

	契約及び費用の一覧

	契約名称
	受託金額（税抜）
	支払条件
	システム基本契約書第4条に基づく責任者、主任担当者名
	特記事項

	
	
	
	ユーザ側
	ベンダ側
	

	
	
	
	責任者
	主任担当者
	責任者
	主任担当者
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	
	
	
	

	特約条項：


プロジェクト体制図（組織図）

（鑑部分）

B　パッケージソフトウェア選定支援及び要件定義支援業務契約（カスタマイズモデル）の重要事項　(1)

■パッケージソフトウェア選定支援及びシステム要件定義支援業務の概要（契約の内容となる具体的作業は、次頁以降に記載されています。これらの作業には、ベンダの担当する作業とお客様にお願いする作業があります。）

 【記載例】業務要件定義に基づき、システムの機能・能力等の決定、パッケージソフトウェア候補の機能の比較、不足部分（アドオン、外部プログラム）・変更（モディファイ）を要する部分の明確化・使用許諾契約の内容・将来にわたる保守性、機能、能力、動作環境、セキュリティ等とコストを勘案し、使用するパッケージソフトウェアを決定することを支援します。さらに必要とされる能力を満たすハードウェア等の選定、パッケージソフトウェアのモディファイ、アドオン作成のためのAPI（アプリケーションプログラムインターフェース）、SaaS/ASPにおいてはSLAの評価や、既存システムとの接続性等の評価を支援します。また、API等の評価にあたりパッケージソフトウェア、ハードウェア等の導入が必要な場合、その明細及び金額を提示します。お客様との取決めによって、システム全体のテスト仕様書の作成及び提案要望書（RFP）の作成を含む場合があります。

■契約類型：準委任契約

■個別契約条項
1.
個別契約の成立
ユーザは、ベンダに対し、本重要事項説明書の具体的作業内容に記載された業務（以下「本件業務」といいます。）の提供を依頼し、ベンダは、これを引き受けました。本件業務の内容、日程、代金（代金の支払方法を含みます。）、各当事者の具体的な義務等の取引条件は、システム基本契約書、本重要事項説明書の具体的作業内容及び本個別契約条項の記載に従います。

2.
機器等の売買等
ユーザは、本契約（システム基本契約書と個別契約書としての本重要事項説明書から構成されます。以下同じ。）に基づきユーザに納入される本件システム（ソフトウェア、ハードウェアを含みます。）に関し、本件業務の提供を受けるにあたり、ベンダ又は第三者からソフトウェア、ハードウェア等(以下｢機器等｣といいます。)を購入し、又は借り入れる場合があります。当該購入又は借入れの契約条件については、本契約とは別個に締結される契約が本契約に優先して適用されるものとし、ベンダは、ベンダが契約当事者となる当該別契約に別段の定めのない限り、機器等の固有の瑕疵について責任を負いません。
3.
パッケージソフトウェアの選定支援における善管注意義務
1)　本契約及びこれに関連する契約に基づきユーザに納入されるソフトウェア、ハードウェア等のシステムの構築のためには、その中核を構成するものとして第三者が権利を有するソフトウェア、SaaS及びもしくはASP（以下あわせて「本件パッケージ」といいます。）が利用されます。その選定はユーザが行うものとします。

2)　ベンダは、本重要事項説明書に定めるところにより、本件パッケージを提案しその選定を支援するときには、情報処理技術に関する業界の一般的な専門知識及びノウハウに基づき、善良な管理者の注意をもって行うものとします。ベンダは適切と判断するときは、本件パッケージとして最適なソフトウェア等が存在しないことをユーザに進言しなければなりません。
4.
ベンダの善管注意義務
ベンダは、情報処理技術に関する業界の一般的な専門知識及びノウハウに基づき、ユーザの作業が円滑かつ適切に行われるよう、善良な管理者の注意をもって、本契約に基づく調査、分析、整理、提案及び助言などの支援業務を行うものとします。
5.
業務終了の確認
1)
ベンダは、本重要事項説明書に記載された期限までに、業務完了報告書兼検収依頼書を作成し、ユーザに提出します。
2)
ユーザは、本重要事項説明書に定める期間（以下「点検期間」といいます。）内に、前項の業務報告書の点検を行うものとします。
3)
ユーザは、第１項の業務報告書の内容に異議がない場合には、業務完了確認書兼検収書に記名押印してベンダに交付することで、本件業務の終了を確認するものとします。
4)
ユーザが、業務完了確認書兼検収書に記名押印をしない場合であっても、点検期間内に書面で具体的な理由を明示して異議を述べないときは、点検期間の満了をもって本件業務の終了を確認したものとみなします。

■告知事項
内容や専門用語でご不明の点は随時ご質問頂き、十分にご精査ください。

	B　パッケージソフトウェア選定支援及び要件定義支援業務契約（カスタマイズモデル）の重要事項　(2)具体的作業内容

	本件業務にあたって使用する業務要件定義書：

	作業項目
	作業内容及び作業実施担当

	パッケージ候補のシステム要件評価（移行要件を含みます。）
	ユーザ
	ベンダ

	
	
	

	 
	
	

	以上に関わる報告書の作成：提出予定期限○○○○年○○月○○日

	APIの実現性の確認（候補パッケージのAPI、既存システムとの接続性等の評価、SaaS/ASPにおいてはSLAの評価）
	ユーザ
	ベンダ

	 
	
	

	 
	
	

	以上に関わる報告書の作成：提出予定期限○○○○年○○月○○日　

	パッケージソフトウェアの選定（ソフトウェア要件定義と評価）
	ユーザ
	ベンダ

	 
	
	

	 
	
	

	以上に関わる報告書の作成：提出予定期限○○○○年○○月○○日　

	推奨ハードウェア構成の概要
	ユーザ
	ベンダ

	 
	
	

	 
	
	

	
	
	

	以上に関わる報告書の作成：提出予定期限○○○○年○○月○○日

	システム全体のテスト仕様書作成（実施する・実施しない）
	ユーザ
	ベンダ

	 
	
	

	
	
	

	 
	
	

	実施する場合、以上に関わる報告書の作成：提出予定期限○○○○年○○月○○日

	連絡協議会の実施要項及びユーザ・ベンダの責任者、主任担当者：



	未決事項

	 

	付帯事項（作業を実施する場合の場所・期限等、要件の合意、承認ルールを含みます。）：

	 

	特約条項： 

	 

	業務完了報告書の提出期限：○○○○年○○月○○日（RFP作成を含む・含まない）

	上記各報告書に係る点検期間：提出日から○日間

	受託金額(税抜)もしくは受託金額の決定基準：
	損害賠償限度額： 

	支払条件  支払期限：　　　
	支払方法：　現金・口座振込　　


	Bパッケージソフトウェア選定支援及び要件定義支援業務契約(カスタマイズモデル)の重要事項　(3)ソフトウェア、機器、ドキュメントの明細及び納入場所及び別途締結する契約の表示

	ソフトウェア、機器、ドキュメントの明細一覧
	項番
	名称・型番・仕様・製造・開発元・提供会社等
	単価
	数量
	価格（税抜）
	納入日
	納入先
稼働場所
	無償保証の条件等*1
	補修用性能部品（有償）の最低保有期間*1
	取引・決済の形態、方法（リース・レンタル・売買）
	別途締結する契約（売買契約、使用許諾契約等）

	
	
	
	
	
	
	
	
	無償保証期間
	無償保守の条件等
	
	
	

	
	　
	
	
	
	
	○○年○○月○○日
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	


	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 
	

	
	合計金額（税抜）
	　
	　

	付帯事項：

	　

	　

	特約条項：*1　○○○○年○○月○○日時点での内容であり、将来に向かって予告なく変更される場合があります。

	　

	　


その他本件業務遂行に必要な事項
（法令・規制・規程等の遵守事項、その他の事項）

（鑑部分）

	(付録) 添付図書
	
	

	項番
	図書名
	版
	日付

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　


(鑑部分)
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